
財団法人大牟田医療協会
南大牟田病院・南大牟田クリニック

大牟田市臼井町２３番地の１・１１番地の６
（0944-57-2000 ・ 0944-57-3300）

 当財団法人の基本理念は地域の皆さんに安心安全な医療の提供ならびに運営する事業を介
して地域に貢献をすることであります。これらを実践するための基本方針は医療と介護・福祉
を連携した事業運営であります。今までに医療面では医師、看護師、理学療法士にケアマネー
ジャーやホームヘルパーなどが連携した在宅医療を実践してきました。介護・福祉面では認知
症対応型共同生活介護施設グループホーム「ファミーユ」や介護付有料老人ホーム「憩の郷」
などを建設し、また、居宅介護支援サービス、デイサービス、デイケア、訪問看護ステーション、
訪問介護ステーションなどの事業所を開所してきました。
 今回、地域交流施設「サロン・すいせん」と通院退院対応在宅型生活援護支援「高齢者専用多
目的施設芙蓉館」を建設しましたのでご紹介いたします。

　地域交流施設「サロン・すいせん」の
名称は、お年寄りたちが隣の家の縁側
に腰を掛け、日向ぼっこしながらお茶
を飲み語らいでいた空間を念頭に置き
命名しました。
　お年寄りが気軽に来所でき、地域の
人達とも交流できる、肩の凝らないサ
ロンとして集い、安らぎが提供できれ
ば幸いです。また、今後は、病院本来の
機能を生かした予防医療・予防介護等
の催しも行います。

　通院退院対応在宅型生活援護支援「高
齢者専用多目的施設芙蓉館」は、国の方針
に沿って、入退院・通院に不安を抱いている
お年寄りへ長期利用も可能な「高齢者への
多様な居住の場」として、１０月１日に開館しま
した。
　利用対象者は病弱であるが自立した生
活が可能な60歳以上の方です。施設では
クリニック・病院と連携して、日々の安否確
認、緊急時の対応を担保し、これまでどおり
の安心した生活の継続を提供します。



１）　直ちに禁煙をしようと考えている方。
２）　ニコチン依存症を調べるスクリーニングテストがあり、その点数が５点以上である方。
３）　ブリンクマン（喫煙）指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が２００以上である方。
４）　禁煙治療を受けることを文書により同意をしている方。

２００７年５月から保険適用の禁煙治療を開始しました。以下の４条件を全て満た
して医師が必要と認めた場合、一定期間の禁煙治療の受診に保険が使えます（外来
診療のみ）。

禁煙外来では、全身状態や喫煙状況の把握、ニコチン依存度の禁煙外来では、全身状態や喫煙状況の把握、ニコチン依存度の禁煙外来では、全身状態や喫煙状況の把握、ニコチン依存度の禁煙外来では、全身状態や喫煙状況の把握、ニコチン依存度の
評価、体内のたばこによる影響の測定（呼気COモニター）など評価、体内のたばこによる影響の測定（呼気COモニター）など評価、体内のたばこによる影響の測定（呼気COモニター）など評価、体内のたばこによる影響の測定（呼気COモニター）など
を行い、禁煙方法を解説致します。また、禁煙外来では、医師を行い、禁煙方法を解説致します。また、禁煙外来では、医師を行い、禁煙方法を解説致します。また、禁煙外来では、医師を行い、禁煙方法を解説致します。また、禁煙外来では、医師
（八板）、看護師（満園、行武）、薬剤師（一二三）が禁煙の（八板）、看護師（満園、行武）、薬剤師（一二三）が禁煙の（八板）、看護師（満園、行武）、薬剤師（一二三）が禁煙の（八板）、看護師（満園、行武）、薬剤師（一二三）が禁煙の
お手伝いを致します。お手伝いを致します。お手伝いを致します。お手伝いを致します。

◎　診察日　：　火曜日、木曜日の午後（１３時３０分～１７時００分）

◎　およその費用：

診察回数 １割負担の方 ３割負担の方

初回診療 円 円

再診１（２週間後） 円 円

再診２（４週間後） 円 円

再診３（８週間後） 円 円

再診４（１２週間後） 円 円

地域交流施設「サロン・すいせん」
催しのご案内 編集後記

10月22日（水）　14:00～15:00　 この度、財団法人大牟田医療
健康教室：「お薬って何だろう」 協会の機関紙を発行する運び

11月28日（金）　15:00～16:00　 となりました。つきましては、
健康教室：「お口の体操」 皆様からのご意見ご要望をお

12月17日（水）　15:00～16:00　 待ちしております。
リハ体操：「腰痛防止」 広報担当：平山和也

禁煙治療は、初回診察に加えて、初回診察から２週間後、４週間後、８週間後、１
２週間後の計４回の再診で構成されており、その内容は以下に示すとおりです。

1,120 3,360

310 930

310 930

890 2,670

860 2,580

リハ体操：「腰痛防止」 広報担当：平山和也
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